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午後３時２７分開会 

○委員長（西田  真） それでは、改めまして、こ

んにちは。 

 本日は、大変お忙しい中、また勉強会でいろいろ

と説明とか、また受けたりして大変だったと思いま

す。それで引き続きまして文教民生委員会というこ

とで、これから開会させていただきますので、当局

の皆さん、また委員の皆さんもいろんな質疑をして

いただければと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

 緊急事態宣言が４月７日に発令され、昨日に解除

されました。また、２３日午前０時からは休業要請

と外出自粛の要請も解除ということになって、新た

な生活様式とかいう言葉も出ておりますけど、そう

いうことで豊岡市のいろんな事業所も、商店とか飲

食店も含めまして活性化するように皆さんで一緒

に頑張っていきたいと思っております。 

 それでは、座らせていただいて、進めさせていた

だきます。 

 ３件協議事項・報告事項がありますんで、まず最

初に地域コミュニティ振興部生涯学習課からの報

告事項で、生涯学習サロン取得建物解体工事の変更

契約についてということでお話をしていただきた

いと思いますので、委員の皆さん、お聞き取りくだ

さい。 

 それでは、よろしくお願いします。 

 どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 私からは、生涯学

習サロン取得建物解体工事の変更契約についてご

説明をさせていただきます。 

 まず、趣旨でございます。２０２０年度に予定し

ておりました基礎撤去工事を、２０１９年度に発注

いたしました上屋土間解体工事、既に繰越しをして

おりますが、こちらの工事に追加し、変更契約を締

結いたしました。議決を要しない契約ではございま

すが、変更金額が多額ということもありまして、内

容と理由をご説明させていただきます。 

 続きまして、２番目の変更内容でございます。工

事名です。生涯学習サロン整備取得建物解体工事。

（２）契約金額でございます、変更前が３，５３３

万５，３００円、税込み、変更後７，０３７万１，

４００円、税込みでございます。３，５０３万６，

１００円の増額となっております。追加工事の内容

といたしましては、基礎撤去工事でございます。 

 続きまして、契約期間でございます。２０１９年

１２月２０日から２０２０年６月１９日まで、変更

はございません。 

 続きまして、３の変更理由でございます。順を追

ってご説明させていただきます。 

 まず、取得建物の解体工事は、隣家への影響を考

慮いたしまして、２０１９年度に上屋と解体工事を、

２０２０年度に基礎撤去工事と分けて発注する予

定でございました。上屋土間解体工事は２０１９年

度に２度の入札不調により着工が遅れたため、議会

でご承認いただいて予算を繰越し、工期を６月１９

日まで延長しております。 

 この上屋土間解体工事を進める中で、既設建物の

基礎構造を確認いたしましたところ、コンクリート

の厚みが想定していた２０センチより大きく、３７

センチであることが判明いたしました。これにより

基礎撤去の工事費が大幅に増加する見込みとなり

ました。この取得建物は図面がなかったこともあり

まして、この建物の規模の一般的な基準から、コン

クリートの厚みを２０センチで算出した上、２０２

０年度の基礎撤去工事費の予算は２，０００万円を

予定しておりました。今回判明したコンクリートの

厚みで改めて積算したところ、工事費が約３，９０

０万円かかる見込みとなりまして、予算額に対し１，

９００万円の不足となることとなりました。 

 既にご承知いただいておりますとおり、生涯学習

サロンは２０２１年４月オープンが必須となって

おります。オープンに間に合うよう逆算いたします

と、今年７月には新築本体工事を発注する必要があ

り、それまでに解体を終えておかなければなりませ

ん。本来であれば基礎撤去工事は別工事として入札

により実施するべきところでございますが、まず、

１、工期を短縮すること、２つ目が、解体工事費を

抑えること、以上２点を満たすための方法はないか
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と検討いたしました。検討の結果、解体工事という

同工種の場合には変更契約をすることも可能であ

ることが分かり、上屋土間解体工事を行っている施

工者と変更契約を締結し、基礎撤去工事を現契約に

加えることといたしました。 

 変更契約によりまして工期が７週間程度短縮で

き、また工事費も３，９００万円から約４００万円

削減できまして、３，５００万円に抑えることが可

能となりました。工事費について４００万円を節減

できたとはいえ、いまだ当初予算よりも１，５００

万円超過しております。増額分につきましては、新

築本体工事費を抑えることにより、工事費総額の範

囲内で対応してまいりたいと考えております。私か

らは、以上です。 

○委員長（西田  真） 報告は終わりました。 

 ちょっとイレギュラーの契約ということで、その

辺の繰越明許費と今年度の予算で契約するという、

その辺をちょっと説明していただけますかね、イレ

ギュラーなやつを。 

 どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 先ほど旭のほうから

説明をさせていただいたように、３月議会で、既に

発注した工事の一部を繰り越し、ご承認いただきま

して、４月１日を迎え、執行可能な状況になってお

ります。さらに、２０２０年度予算も同日にご承認

いただきまして、同じく４月１日から執行できると

いう状況になっております。つまり同年度内で前の

工事と新しい工事が同時に執行できるという状況

になっておりまして、その場合にもともとの工事に

新たな工事いいますか、追加の工事を発注すること、

これは一般的に認められている内容でございます。 

 さらに、別々の工事を変更で一緒にできるんかと

いう話でございますけども、これは特例中の特例で

ございますが、一般的にはということではございま

せん。すみません、特例中の特例ではございますが、

先行工事と履行場所が一緒であって、さらに同様の

工種であれば、まずはその変更契約を検討すべきだ

という解釈も出ておりまして、今回の場合はそちら

を採用させていただいたというようなことでござ

います。以上です。 

○委員長（西田  真） これは豊岡市のほうでも以

前にもあったみたいですし、兵庫県のほうでも以前

あったみたいですけど、金額がこんな大きくなく、

少額のやつであったやつで前例的にはあるみたい

です。これがこういうことで、ずっと前例でどんど

んどんどん変更契約に今回のような契約方針にす

るというのはいかがなものかいうこともあります

んで、今言われましたように異例中の異例というこ

とで委員会としても受けたいと思っております。 

 委員の皆さん、いろいろと質問がありましたらし

ていただければと思っております。本来は、この３

件は６月議会のときの委員会で報告をする予定で

ありましたけど、イレギュラーのこういう変更契約

の分もあったり、また、小・中学校の学校情報機器

の整備等もありましたんで、議会開会までに委員の

皆さんに知っていただくためにこういう会を開い

ておりますので、いろんな質問をしていただければ

と思っております。どなたからでもどうぞ。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、よく分からない

んですが、この工事自体は別々の工事として発注さ

れる予定だったということですね。それで、それは

もうこの請負、受ける業者は、この人にどちらも決

まっていたということなんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 昨年１２月に入札を

執行した段階では、工期のこともありますが、年度

内完了を目指して、まずは上屋土間撤去工事のみを

契約したところでございます。ですが、入札に手間

がかかったということもあって、年度内工期完成が

見込めずに繰越しいただいております。初めからそ

れがあったのかということですが、初めはそういう

ことは想定していなくて、別々の、当初申し上げま

したように別々で入札、この場合もさらに特例とい

うのがあるんですが、随契という手段も可能なんで

すが、いずれにしても別工事で発注する予定にして

おりました。ですが、先ほど来申し上げているよう

な理由で、先行工事を発注している契約に基礎撤去
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工事を変更契約でぶつけさせていただいたという

ような状況でございます。 

○委員長（西田  真） 今、上田委員がおっしゃっ

た先ほどのは、やっぱり業者は決まっていたのかと

いうことですが、基礎物件は決まってないですか。 

○生涯学習課長（大岸 和義） そうです。初めはま

だ入札で業者を選定する予定でしたけども、先ほど

申し上げたような理由で、変更契約により選考業者

と契約をさせていただいたということでございま

す。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、ごめんなさい、

ちょっとよく分からなくて。その先行契約で入札を

手間取ったけども、されて、後から工事が出てきた

のは、その先行でする業者さん等にしてもらうとい

うことにもう決まっていたわけですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） いえ、去年の１２月

で契約をさせていただいた段階では、決まってはい

なかったです。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） じゃあ、追加の工事は、もう

一緒にする工事だから、もう入札とかはなしで、そ

の人にしてもらうということになったということ

ですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 結果として、そうな

ったということでございます。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 福田委員、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） まず、１９年度で土間かいな、

上屋土間解体工事が入札が２遍、３遍かな、不調に、

その理由は何だった、前に聞いたような気がするん

だけども。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 前にも聞かせていた

だいたのは、市街地の工事ということで、やっぱり

交通量が多くて、しかも騒音、振動の面でなかなか

人気のない工事だったというふうに伺っておりま

す。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今、入札で参加者がなかった

んだよな。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） いや、参加者はあり

ましたが、辞退が続出しましたし、金額が合わなか

ったというのもあります。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） なるほどね、市街地の工事で

やりにくい工事、それで繰越明許になったんだな、

繰り越したんだな。それで、そういう中で、今回新

年度になって落札率が９９．６８％って１００％に

近い数字で、これの入札は何社あったんですかいな、

今の業者ですけど。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 実は、３度目の入札

でも不調に終わりまして、２社が２回目の札を入れ

ていただいたわけですが、その最低見積業者と価格

の相談をさせていただいて、随意契約でさせていた

だいたということでございます。 

○委員（福田 嗣久） ああ、随契で、なるほどね。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました、経緯としては。

それで、議決を要しないということで先ほど説明が

あって、今回が３，５００万円増額して新年度の予

算の中で一緒にやってしまうということなんでし

ょうけど、これも２０センから３７センというのは

いつ分かったの、このコンクリートの厚さが。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 工事が２月の下旬だ

ったか、３月の頭だったか、そこら辺だったと思い

ます。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） に、これがまた３７センもコ

ンクリが打ったるわちゅうことが分かったわけで

すな。まあいろいろいわくがつくな、これ。いわく

だらけであほらして聞いてられへんな。（「それ言
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っちゃおしまいだ」と呼ぶ者あり）いやいや、それ

言っておしまいでな、もうやめたらいいような工事

だなと思うんだけど、年度内というんか、先ほど説

明があった（５）の２０２１年の４月に間に合わせ

るちゅうことで、分からんこともないんだけど、本

当にいわくだらけで大失敗のことになったね、結論

から言えばな。大失敗というか、大失態というんか

な。大変な状況だけど、ここに、この期に及んで総

額は変えないちゅうことできちっとしたもんがい

けるんですかいな、ここで１，５００万円ほどざっ

と増額したわけだけども、その辺はどうなんです。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 実施設計のほうをく

くっております、今もう最終調整のところでござい

ますが、１，５００万円をどう工面するかというこ

とでございます。１つは、部材のグレードを落とす

なり、全体の運営に影響のない範囲で落としたり、

そういったことを見直す中で何とか工面をさせて

いただいているという状況でございます。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうだろうな思って聞いとる

んだけんな、そうなるんだろうが、また失態になれ

へんか。そう言わざるを得んので、分からんことは

ないんだけど。１，５００万円落とすところが、部

材を落とすとか、支障がないような最低限のことに

すると言われて、金額総額としてはあと建築に向か

うとこで何ぼを何ぼにしよういうことになる、ちょ

っと資料も何もないんであれですけれども。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） ２０２０年度予算に

おきましては、取壊しと新築と、合わせて２億３，

９００万円の予算を計上しております。それが取壊

し費が１，５００万円増えましたので、建築のほう

には２億４００万円という金額の中でやりくりを

させていただきたいと思っています。 

○委員（福田 嗣久） ということは、１，６００万

円が設計費か。２億３，９００万円から１，５００

万円増額した２億３，９００万円という総額は今お

っしゃいましたな。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） ２億３，９００万円

の中には設計費は入っておりません。別の契約をし

ておりますので。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 入っておりませんか。それで

１，５００万円引いたら２億２，０００万円なるの

ちゃう。２億３，９００万円から１，５００万円そ

の基礎分の撤収が増えたとすると。そうならんかい

な。大岸課長が今、２億３，９００万円になったわ

な、予算が総額として。基礎工事の１，５００万円

増えたとね。そうすると、建築に向かう分が２億３，

９００万円から２億２，０００万円になるのちゃう

ん。２億２，４００万円か。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今、現有予算が２億

３，９００万円で、２０２０年度２，０００万円の

取壊し基礎撤去工事を予定していたのが、３，５０

０万円に増えましたので、２億３，９００万円から

３，５００万円を引くと、２億４００万円というこ

とになります。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました、はい。 

 再度時間が相当タイトな中で部材を軽減すると

かいう最後のいわくになれへんか、大丈夫か。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） トラブルのないよう

に万全を期しながら事業を進めさせていただきた

いと思っております。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ずっと何年か苦情ばっかり言

ってましたんで。それ以上言ってもしようがないか

な。 

○委員長（西田  真） ほかありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） １，５００万円といったら相

当な高額ですので、やはり後から、いや、まあねと

いうことにならないようにしっかりとやっぱりチ

ェックしていただきたい。建築の段階から、設計の
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段階からしっかりとした設計をして、やっぱり見過

ごさないようにしていかないと大変なことになっ

てくると思うので、もうほんまに最後の最後にけち

がつかないようにお願いをしておきたいと思いま

す。（「見過ごしだらけだ」と呼ぶ者あり）これは

お願いですので。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 よろしいか。これ部材やなんかを落として、総額

を超えないようにするという話も先ほどしておら

れましたけど、その部材を落とすに当たって、将来

的なランニングコスト、維持管理費にその辺が影響

が出ないような感じで、その落としたためにランニ

ングコストが増えた、この間のひぼこホールみたい

に、あれ三十何年かな、二十何年かな。（「二十五、

六年だな」と呼ぶ者あり）二十五、六年ぐらいで機

能不全になったと、そういう格好で取壊しになると、

そういうことになれば本当に大変なことになりま

すので、今度の生涯学習サロンにしても、その部材

落としてそういう、総額を抑えることにするんだと

いう話なんですけど、そのために将来的なコスト、

耐用年数が逆に短くなったりしないようなことに

注意をしてやっていただきたいと、そういうことで

お願いしておきます。 

 よろしいか。 

 いろいろと言いたいことはみんなあるんでしょ

うけど、当局の方もいろんなところから聞いておら

れますので、その辺はしっかりと対応していただけ

るものと思っておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 それでは、生涯学習課の皆さんにつきましては、

ここで退席していただいて結構です。お疲れさまで

した。ありがとうございました。（「もう早う進め

ましょう」と呼ぶ者あり） 

 暫時休憩します。 

午後３時４７分休憩 

──────────────────── 

午後３時５０分再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 次に、コミュニティ振興部スポーツ振興課から報

告事項がありますので、お聞き取りいただきたいと

思います。 

 豊岡市立玄武洞スポーツ公園に係る指定管理者

制度の導入（非公募）についてでございます。それ

では、説明をよろしくお願いします。 

 どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 皆さん、お手元

に資料を配付していますので、これに基づいて説明

させていただきたいと思います。 

 今回、玄武洞スポーツ公園の指定管理制度の導入

ということで、ご報告とご理解をいただいて前に進

めていきたいなというふうに思っております。 

 では、資料に基づきまして説明させていただきま

す。 

 １ですけども、施設の概要ですけども、名称は豊

岡市立玄武洞スポーツ公園、場所は下鶴井の９５０

番地で、竣工は、２０１８年７月に竣工しておりま

す。２ですけども、指定管理者制度への移行という

ことで、円山運動公園の移転後に指定管理者制度へ

の移行を検討するとしておりましたが、２０１８年

の７月１８日の竣工後、２０１９年度１年間の経過

をしましたので、指定管理料の基礎となる年間の総

事業費が算出できたということで、指定管理者制度

へ移行していきたいというものです。 

 ３番目に、指定管理者の選定に当たっての考え方

ですけども、非公募で進めさせていただきたいとい

うふうに考えております。 

 理由ですけども、（１）ということで、円山運動

公園の移転を進める中で、田鶴野地区において移転

に係る円山川運動公園誘致推進委員会が立ち上げ

られて、当該施設の誘致が進められてきました。

（２）で、その推進委員会の中で、移転後には地元

で管理させてほしいという意向が強く示されてお

りました。（３）番目で、当該施設が、皆さん、お

手元に写真をつけてますけども、農地に囲まれてお

りまして地元との関係性が重要なこと、また、当該
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施設を活用した地域の人材の活用を図るなどの地

域の活性化を進めようとしていることから、非公募

によって選定をしたいというふうに考えておりま

す。非公募に関する要件につきましては、そこに記

載のとおりです。 

 参考としましては、神美台スポーツ公園が神美台

管理組合に非公募で選定をしております。おおむね

同じような理由であるというふうに考えておりま

す。 

 ４で、予定される事業者ですけども、コミュニテ

ィたづるのを中心として、当該施設を管理するため

に立ち上げる独立した別組織というふうに考えて

おります。 

 ５で、今後の予定ですけども、利用料金制の導入、

それから業務の範囲、円滑な移行などについて当該

団体と協議を進めて、１２月議会において指定管理

料に係る債務負担行為の設定と指定議案の上程を

行って、来年の４月から指定管理を開始をしたいと

いうふうに考えているところです。 

 説明は、以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 報告は終わりました。 

 これらの報告につきまして、委員の皆さんから質

問がありましたら、どなたからでも結構です。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点ちょっと関係性を教えて

ほしいなと思いまして。この円山川運動公園誘致推

進委員会と、コミュニティたづるのとの関係性とい

うのは、どのような関係性ですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 田鶴野地区に移

転をするということで、田鶴野地区の区長会の区長

さん方、それから農会長さん方がこの推進委員会の

メンバーですので、コミュニティたづるのと同じよ

うな構成、田鶴野地区の中での皆さんでつくってい

ただいておるものでございます。 

○委員長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そしたら、コミュニティたづ

るのを中心として独立した別組織を立ち上げると

いう話なんですけども、別に独立した組織でなくて

も、コミュニティたづるのでいいんじゃないかなと

思うんですが、その点はどうなんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） おっしゃるとお

りで、将来にはコミュニティたづるの、本来はコミ

ュニティたづるので指定管理を受けたいという思

いが強いんですけども、実は制度的に今の市のコミ

ュニティ組織に支援員を……（「地域マネジャー」

と呼ぶ者あり）地域マネジャーですか、を派遣して

いるんですけども、これは指定管理者を受けるとい

うことになると、市のほうからそういう支援という

のか、そういう人を派遣できないというふうな制度

があって、今、３年後ぐらいをめどに、各コミュニ

ティに法人化で独立していただこうというような

ことが別のとこで動いてまして、将来的には、そう

いう体制が整えば、コミュニティたづるのが指定管

理を受けていただくということに多分なってくる

のだろうと思います。それまでの過渡期というんか、

移行期間ということであります。 

○委員長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） よく理解できました。ただ、

そういう意味では、今回していく中で、ちょっとコ

ミュニティたづるののほうで受けれる場合は、そう

いうように組織を移行するというようなことが最

初何らかの形であったほうが、大体組織はつくった

ときの経緯は、時間がたってしまうと分からなくな

って、そのまま別でずっとなってしまうというケー

スが多いので、やはり一本化していくことのほうが

地域にとっても力が分散しなくていいかなと思い

ますので、その点ちょっと配慮いただけたらと思い

ますので、その辺をちょっとよろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今、地域マネジャーさんがそ

こに行っておられるということでしたが、ここには

市のそういう嘱託さんとか、パートさんか誰か知り

ませんけど、そういう方は何人ぐらい働いておられ

るんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 
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○スポーツ振興課長（池内 章彦） 今の直営施設で

管理してまして、会計年度任用職員が２名でそこを

維持管理をしております。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それでしたら、その職員さん

たちは、違う部署に異動されるということでしょう

か。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） スポーツ施設、

玄武洞スポーツ公園の管理として雇用してますの

で、これが指定管理になればこの仕事はなくなりま

すので、その段階で契約が切れるというふうに考え

ております。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 会計年度任用職員さんなので、

１年ごとの契約ということでのそういう考え方で

しょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） そのとおり。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、質疑は打ち切り

たいと思います。 

 スポーツ振興課の皆さんにつきましては、ここで

退席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ただし、この文教民生委員会にこの資料はあるん

ですけど、ほかの議員さんにもレターケースに全て

入れとってください。よろしくお願いします。（「同

じものでいいですね」と呼ぶ者あり）同じもので結

構です、はい。この委員以外でね、よろしくお願い

します。 

 お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 暫時休憩します。 

午後３時５７分休憩 

──────────────────── 

午後４時０３分再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開し

ます。 

 続きまして、教育委員会教育総務課から報告事項

がありますので、お聞きいただきたいと思います。

学校情報機器の整備についてであります。よろしく

お願いします。 

 どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 本日はよろしくお

願いいたします。 

 お手元資料をご覧ください。学校情報機器の整備

につきましてご説明をさせていただきます。 

 この学校情報機器の整備につきましては、４月の

臨時議会におきまして予算のほうをお認めいただ

きました。１人１台端末の整備ということで、総額

３億９，１５２万円の予算のうち、実は備品購入費

がそのうち３億４，６２０万円となっております。

したがいまして、この一番最初の説明事項に戻りま

すが、端末等の購入につきましては、豊岡市議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に

関する条例に規定いたします予定価格２，０００万

円以上の動産の買入れに該当することが想定をさ

れております。 

 また後ほどご説明をさせていただきますが、契約

の予定の時期が６月下旬となる予定でございまし

て、速やかに整備を行うため、６月議会の閉会日の

追加提案、また閉会日に間に合わない場合につきま

しては、閉会後の市長専決についてご理解を賜りた

いと考えておる次第でございます。 

 今回の機器整備についてご説明をさせていただ

きます。続きまして、１番の児童生徒用の端末の購

入ということでご説明をさせていただきます。この

児童生徒用の端末につきましては、県内の市町で共

同調達を行います。規模の拡大による効率的整備と、

市町の事務の効率化を目的といたしまして、県内の

市町で構成いたします兵庫県教育の情報化推進委

員会という組織でもって共同調達を行うこととし

ております。 

 ２番のスケジュール案をご覧ください。５月１日
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付で県内の市町の購入する台数の集約をしまして

確定を行っておるところでございます。それに基づ

きまして、５月の１１日に入札の公告を行いました。

来月の１９日に開札の予定でございまして、その後

の手続でございますが、この開札結果に基づきまし

て、協議会のほうが落札業者と単価契約を締結をい

たします。市としましては、この締結された単価契

約に基づきまして、端末の購入契約を締結する予定

でございます。恐らく時期的には６月の２２日以降

ということで考えております。したがいまして、６

月議会の閉会日に間に合うかどうかというような

ちょっとスケジュールでございますので、その辺り

についてまたご理解をお願いしたいというような

ところでございます。 

 続きまして、２番のその他の物品の購入でござい

ます。その他の物品で購入を予定しておりますのが、

端末の充電保管庫といいまして、購入いたしました

端末を格納する、また格納している間に充電も済ま

せるというようなキャビネット、保管庫となってお

ります。それと併せまして、教員用の端末につきま

してもおよそ２００台程度購入を予定をしておる

ところでございます。こちらにつきましても、今月

末を目標といたしまして、現在のところ設計事務を

行っておるところでございます。その後、また入札

に付しますので、仮契約の締結がまた６月の下旬と

いうことで予定をいたしております。こちらにつき

ましても同様のスケジュールとなりますので、ご理

解をお願いしたいというようなところでございま

す。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○委員長（西田  真） ありがとうございました。

報告は終わりました。 

 これらの報告に対しまして、委員の皆さん、質問

がありましたら、どなたからでもどうぞ。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） この県の教育情報化推進協議

会で一括でごつい量でしょうな。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） そうです。 

○委員（福田 嗣久） どんな量なの。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 豊岡市だけで、こ

ちらはちょっとお示しさせていただいたとおり、４，

２３８台ということでございまして、恐らく県内で

まとめますと、１０万台程度ということで検討され

ております。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで、そのスケールメリッ

トちゅうのは、こういう形であるもんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 今回、台数をまと

めることによりまして、やはり１台当たりの単価を

減らすというようなことをまず目的といたしてお

ります。また、各市町それぞれで入札を行うよりも、

職員の事務負担の軽減というようなところにもつ

ながるかと思います。 

 また、このコロナの影響によりまして経済活動が

落ちているということで、工場の稼働も落ちている

ところでございますので、やはりまとまった台数で

発注することによりまして、納期につきましても早

く押さえるというようなことができるかというと

ころで、効果があると考えております。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 共同調達を行うと、ちょっと

以前も聞いたことがあると思うんですけど、その機

種をどのようにお考えなのか、ちょっとその辺がお

尋ねしたい。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 機種につきまして

は、４月の終わりに豊岡市の情報教育推進委員会と

いいまして、現場の先生方と教育委員会の事務局か

ら成る組織がございます。そちらのほうでどの機種

がいいかということで選定をさせていただきまし

た。今回、県から示されておりましたのが、ウィン

ドウズのノートパソコンと、ｉＰａｄと、あとクロ

ームブックといいまして、グーグルのＯＳを載せた

ノートパソコンと３種類が提示されておりました。

その中で、豊岡市としてどの端末を整備するかとい

うことで委員会のほうで現場の先生のご意見も聞
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く中で協議をさせていただきまして、小学校につき

ましては、これまで従前ｉＰａｄを整備しておりま

したので小学校はｉＰａｄ、そして中学校でござい

ますが、グーグルのクロームブックという機種を選

定をいたしました。 

 クロームブックを選定しました理由といたしま

しては、やはり中学校ではキーボードでの入力とい

うのがまず必須になるというようなところでござ

いましたり、また、クロームブック、ノートパソコ

ンではございますが、非常に頑丈にできておるとい

うことで、例えば多少落としたところで大丈夫とい

うようなところもございますので、選定をさせてい

ただいているところでございます。また、中学生に

もなりますと、やはりかなり情報機器に詳しい生徒

もおりますので、セキュリティー的にしっかりした

ものがいいというような現場のご意見もございま

したので、クロームブックを選定させていただいた

ところでございます。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それとあと、環境整備はどう

ですか、各学校のＷｉ－Ｆｉとかその辺。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 今年度タブレット

の整備に合わせまして、環境整備のほうにも着手を

いたします。まず、端末だけではなかなか活用が進

まないというところがございますので、それを活用

するソフトウエアについても予算を計上させてい

ただいております。また、どういったちょっとソフ

トウエアを整備するかは、先ほどの情報教育推進委

員会のほうでまた現場の先生のご意見を聞きなが

ら検討はしたいと思っておりますが、例えば想定さ

れますのがドリル教材でございます。また、授業支

援ソフトといいまして、それぞれ１人１台端末で児

童生徒がいろいろ課題について問題を解いたとい

うような内容をまとめてプロジェクターなりデジ

タルテレビに映すというような仕組みというか、ソ

フトウエアもございます。そういったものも購入の

検討には上げていきたいと考えておるところでご

ざいます。 

 ソフトウエア以外にも、ネットワークの増強でご

ざいます。やはり端末の台数が大幅に増えますので、

校内のネットワークの高速化ということで、これは

昨年度の２月の補正予算でお認めいただいた分を、

繰越しで今年度整備をする予定でございます。 

 それ以外に、やはり活用について人的な支援とい

うことで、併せてＩＣＴ支援員ということで、一応

１０月から２名ということで予算のほうを計上を

いたしております。以上でございます。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それから、ちょっと今日の勉

強会に出た、中学生のパソコンの更新がありました

ね。こことちょっと違うんだけど、よろしいかな、

委員長。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○委員（井上 正治） それとの関連性というのはど

うなんですか。ｉＰａｄが購入される。それで、恐

らく機器の更新というのも必要だと思うんですけ

ど、パソコンを中学校で、５校かな、更新されます

ので、この辺との連動というのはどのようにお考え

なんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） ６月の議会で、併

せて中学校の情報機器の整備ということで、購入の

議案のほうを上げさせていただいております。内容

といたしましては、中学校５校の校務用といいまし

て、学校の教職員が事務に使うパソコンの更新と、

あと２校については、コンピューター教室のパソコ

ンの更新というような内容になっております。 

 ただ、今回１人１台整備ということで向かいます

ので、行く行くはもうコンピューター教室も不用に

なってくるというようなことが考えられますので、

今年度コンピューター教室用ということで購入し

たパソコンについては、校務用のパソコンのほうに

回させていただいて、来年度以降更新を予定してお

ったところを、ちょっと前倒しで更新のほうをちょ

っと検討をさせていただいてというように思って

おります。以上でございます。 

○委員（井上 正治） よろしいか。 
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○委員長（西田  真） よろしいですよ、はい。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 小学校のｉＰａｄ、中学校の

クロームブックですか、これの単価と、そして端末

保管庫のちょっと単価を教えていただきたいと思

います。 

 そして小学校は４年生以上にｉＰａｄを支給と

いうこともこの間お聞きしたんですけど、１年から

３年生は今までのパソコンを割り当てるとかいう

話もありましたんで、各委員さんにもちょっとその

辺も含めて説明していただければと思います。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） まず、単価でござ

いますが、今回の購入につきましては、国の補助金

を利用するということになっております。この補助

金につきましては、１台当たり４万５，０００円を

上限とした定額の補助金となっておりますので、各

社それに合わせて４万５，０００円のパックという

ような形で機種のほうを出しておりますので、おお

むね４万５，０００円未満というか、少し下がった

ところかなというようなところでは想定をしてお

るところでございます。 

 続きまして、小学校の１年から３年生の端末の整

備の件でございます。こちらにつきましては、既に

整備をいたしておりますｉＰａｄでございます。そ

ちら、例えば中学校についても、これまでｉＰａｄ

を整備しておったんですけれど、今回クロームブッ

クを１人１台ということで導入いたしますので、現

在、中学校に配備しているｉＰａｄを一旦引き上げ

まして、各小学校にまた再配備ということで考えて

おります。それでまだ足りない分がございますので、

それにつきましてはまた来年度以降、これまでコン

ピューター教室のパソコンの更新ということで予

定しておる金額でもって、またｉＰａｄのほうを調

節をしていきたいと考えております。以上でござい

ます。 

○委員長（西田  真） 保管庫の単価。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 申し訳ございませ

ん、保管庫の単価でございますが、およそ定価で２

５万円から３０万円ぐらいのものを想定をしてお

ります。一応保管庫もちょっと２種類、おおむね４

０台強入るものと、２０台強入るもの、２種類予定

をしておりまして、大きいほう、４０台強のものに

つきましてはおおむね２５万円から３０万円、小さ

いほう、２０台強の分につきましては２０万円から

２５万円程度の定価のものということで想定をし

ております。 

○委員（井上 正治） ありがとうございます。この

４万円弱、未満のやつなんですけど、ｉＰａｄやク

ロームブック、このどっちも同じような単価で入る

ということでよろしいですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 両方の機種とも、

一応４万５，０００円に収まるようなことで各社で

パック商品をしておりますので、おおむねその値段

で入るものと思っております。 

○委員（井上 正治） ありがとうございました。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今お聞きしている中で、県内

で１０万台ぐらいの機器が必要だということでし

たけど、実際じゃあ、すごいたくさんなので、なか

なか手元に届くまでには時間がかかるかなと思う

んですけども、実際子供たちが使えるようになるの

はもう来年とか、そんな感じで想定されているんで

しょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 端末の納期限でご

ざいますが、一応県のほうの共同調達の入札の仕様

では１２月２８日を納期限といたしておりますの

で、おおむね年内には豊岡市のほうに納品されるも

のと考えております。また、納品された後に設定の

作業が必要でございますので、場合によりましては

年を越えて、１月あたりに各学校への配置というよ

うなことも考えられるかと思っております。以上で

ございます。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 各学校、子供たちに配付され
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る予定が年末ぐらいですけれども、その結局使い方

というんですか、やっぱり使うことに慣れていかな

いといけないし、現場の先生たちの、やっぱり子供

たちとのそういうものを使っての研修とかもいっ

ぱい必要になってくると思うんですけども、なので

実際的には２０２１年度ぐらいからになるのかな

って私が勝手に思うんですけども、研修を積み重ね

られた後のそういうことかなと思うんですけども、

どうでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 確かに物だけ納品

してもなかなか研修というものを行わないと活用

とか進まないということでは思っております。特に

先生方につきましては、十分な研修が必要かという

ことで考えております。 

 ただ、今年度につきましては、ちょっとコロナの

影響もございますので、どうしてもちょっと授業の

ほうを優先しなければならないということで、なか

なか研修の時間が取れないことが想定をされます

ので、やはりその辺りについてはちょっと来年度も

含めたところで、手厚いちょっと研修ということで

考えていきたいとは思っております。以上でござい

ます。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 最初にちょっと関係ないかも

分からないですが、前にネットの状況を各学校でと

いうのは、あれはいつぐらいな感じで分かるんでし

ょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） ただいま小・中学

校の家庭を対象といたしまして、インターネットの

利用状況というか、環境の調査のほうを行っており

ます。こちらにつきましては、今月の末を期限とい

たしまして、各学校のほうで今、取りまとめのほう

を行っていただいておるところでございますので、

来月入りましたら結果のほうはまとまる予定でご

ざいます。 

○委員長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） またそれ結果が分かったらだ

と思いますが、なかなか、結局アンケートするにし

ても、親の、要は親が理解がなかったりとか、アン

ケートを出さなかったりとかして、なかなかネット

の配備って難しいと思うんですけど、それよりもさ

っき勉強会で聞いたんですけど、やっぱり通信が豊

岡に５Ｇが来るということで、そういう通信のほう

でやるほうが、多分家庭の環境に頼っているとなか

なかあんまりそういう、例えば自宅で学習させるに

しても難しいと思うんです。特に実名上げてもいい

か、ＫＤＤＩさんとかがすごく力入れられていると

いう、その辺教育委員会とかで何かそういうふうな

後押しするようなことって、そういうことみたいな

ことは考えておられないですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 端末をインターネ

ットに接続するための手法といたしましては、ＬＴ

Ｅ接続といいまして、携帯電話の回線を利用した接

続の方法であったり、Ｗｉ－Ｆｉに接続してインタ

ーネットに接続する方法であったりということで

ございます。 

 豊岡市で考えておりますのが、校舎のＷｉ－Ｆｉ

での接続ということでございます。また、５Ｇの通

信が整備されるということで、ＬＴＥといいますか、

携帯電話の通信網を利用した接続ということも考

えられるんですが、どうしてもそちらのサービスを

使おうといたしますと月額の利用料ですね、通信料

というのがかかってまいります。これがやはり台数

が何千台ということになってきますと、一月当たり

何千円掛ける数千台ということでございますので、

なかなかちょっと費用的に現状では厳しいかとい

うことで判断でもちまして、Ｗｉ－Ｆｉ環境という

ことで今のところは検討しておるところでござい

ます。以上でございます。 

○委員長（西田  真） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） いいです。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ないようですので、これで
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質疑は打ち切りたいと思います。 

 教育総務課の皆さんにつきましては、これで退席

していただいて結構です。 

 ただ、文教民生委員以外の各議員さんにも、この

同じ資料をレターケースに入れとってください。今

期の民生委員以外の議員さんに、よろしくお願いし

ます。 

 ありがとうございました。 

 暫時休憩します。 

午後４時２５分休憩 

──────────────────── 

午後４時２６分再開 

○委員長（西田  真） 委員会を再開いたします。 

 以上で全ての報告は終わりました。 

 最後に、４番目のその他についてです。委員の皆

さんから何か協議や意見交換等すべき事項があれ

ば、ご発言願います。どなたでもよろしいです。何

かありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ありませんか。 

 それでは、こちらから。本日、午前中に議会運営

委員会がありまして、議会運営委員のほうで、委員

長、井上さんがおられるわけですけど、管外行政視

察の話も出まして、議会運営委員会として、管外行

政視察は自粛の方針が出されました。議会運営委員

会だけじゃなしに、常任委員会、特別委員会も同じ

方向で自粛という方向でどうだろうということが

ありましたんで、常任委員会につきましても、当文

教民生委員会につきましても、自粛の方向というこ

とになろうかと思っております。 

 ただ、いやいや、文教民生委員会は行くでという

話になれば、また違った話も出てくるかと思います

けど、議会運営委員会でそういう方向で、自粛の方

向が出ておりますんで、当文教民生委員会におきま

しても自粛ということになろうかと思いますけど、

皆さん方、何か異議があればおっしゃっていただけ

ればと思いますけど、よろしいか。（「島根県に行

かせてもらおう思っとったのに」と呼ぶ者あり） 

 それでは、当文教民生委員会につきましても、管

外行政視察につきましては自粛ということです。こ

れは１０月いっぱい、当委員会が１０月いっぱいま

でですんで、１１月になったら新しい体制になりま

すので、１１月以降はまた新しい体制で考えていた

だければと思います。 

 よろしいですかね。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） いいですか。 

○委員長（西田  真） はい。 

○委員（井上 正治） 実は、例の広報広聴の関係も

含めて、管内での各団体、組織とか団体の方との意

見懇談会かな、意見交換会かな、等は開催されてま

せんね、全く。申出もなかったということだし、コ

ロナの緊急事態宣言も一応解除されたということ

で、１０月までにもしそういうものができるのであ

れば、我々から声かけることも必要かなというよう

に思いますんで、管内視察だったら可能だと思いま

すし、その辺を含めながら、やっぱり委員会として

の活動というのはどこかやっぱり現地で見たり、そ

れから市民の方との懇談をするとかいうことにつ

いては、お考えをいただいたらと思っています。 

○委員（福田 嗣久） 正副委員長にお任せしといた

ら。 

○委員（井上 正治） 正副委員長にお任せします、

いうことで。 

○委員長（西田  真） はい、分かりました。 

 ほかにありませんか。よろしいかいね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、以上をもちまし

て文教民生委員会を閉会いたします。大変お疲れさ

までした。 

午後４時２９分閉会 

──────────────────── 


